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戸-げ
作業範囲

テーブルの移動範囲(左右)

テーブルの移動範囲(前後)

テーブル上面から研削頭先端までの最大距離 450同調

主軸中心より支柱前面までの最大距離

テーブル

作業面の大きさ(長さ×幅)

丁鵜の形状(濃縮×ピッチ×本数)

研削送り速度

早送り速度

積載許容荷重

主軸頭

上下移動量

主 軸

公転回転速度

C軸制御回転速度

自動割出機能

手動割出機能

砥石半径方向讃紙送り

砥石半径方向租送り

砥石切込最小単位

上下移動量(互)
上下移動往復屯田

上下移動速度 草軸制御

上下移動速度 NC制御

最小移動単位 単軸制御

最小移動単位 NC制御

作業能力

研削穴径

テーパー研削角度

350面の

610×310軸の

lOX75調巾X3本

1-2, 000軸の/同in

2. 000印面/調in

300kg

300巾m

1・-500同in‾-

0・-16. 7面∩‾I

O.0010 へ3600

0. 001o

くれ同

士15調の

O. 000l同調

96同調

lOO巾調

lO・-14. 400観の

lへ2, 000同調

O. 0001巾の

O. 0001れ調

00. 5へ100調調

±1.50

.万㌧.霞策

(了l )



研削頭

高周波モーター 高速用 回転数

出 力(MAX)

超高速エアタービンモータ 回転数

電動機

主軸回転

テーブル左右送り

テーブル前後送り

クイル上下送り

C軸回転制御

砥石自動切込

集塵機 ブロワー

集塵機 ポンプ

調 度

位露決め精度(×軸)

位竃決め楕度(X軸)

位覆決め精度(Y軸)

位置決め精度(Y軸)

位露決め調度(クイル)

位雷決め精度(C軸)

供給駆動源

所要電力容量

使用空気圧力

最大空気消費重

寸 法(幅×長さ×最大高さ)

機械

制御盤

集塵機

エアドライヤ

重 量

機 械

18. 000一-90. 000のjn‾1

0. 50博

130. 000・-190. 000のjn-“

ACl. 5開

ACl. Okw

ACl. O高w

ACO. 9kw

ACO. 3教持

ACO. 3教場

ACO. 4k岬

ACO. 1kw

0. 7岬の(任意30のoo間最大)

2. 0〃m (全長450問間最大)

0. 7鯵の(任意30同軸間最大)

2. 0岬の(全長280同調問最大)

2. O均の(全長100同調問最大)

±18sec

10KVA

O. 6輸Pa

500即/血i n

1715×1825×2700調調

800×900× 1700m観

500×950×1315同の

300×380×790南の

3800kg



3. N C僚機

NC譲奮

制御軸赦

同時制勧鞠数

殻定埠位 最小設定単位

最小移動単位

位覆検出 ×・Y・Z馳

C・∪軸

最大指令値

指令方式

バートプログラムの入力

バートプログラムの記憶富農

登録プログラムの個数

バートプログラムの縞雛

入力フォーマット

小数点入力

F州UC 18嬉C

5軸(X・Y・Z・C"∪)

4軸

0.0001調の〈X・Y・Z・∪)

0.001de雷(C)

0車0001同調(×・Y・Z・∪)

0.001deg (C)

光学スケールからのフィードバック伯母によるクローズ

ドルーブ方式

パルスコーダによる位竃檎出

±999. 999同調・

アブソリュートとインクレメンタルの入力

l.MD Iのキーからの入力

2.入出力インターフェースからの入力

テープ畏 32同

125個

I.ワードの挿入、変更、削除

2.ブロックあるいは指定ブロックまでの削除

3.プログラムの登録削除

4、フォアグランド編集

5.バックグランド綱集

可変ブロック、ワード、アドレス、フォーマットを採用し

ています。

小数点を使って数値を入力できます。



データサーバ機能

異常負荷検出機能

停電バックアップモジュール

Sコード出力

データサーバボードに内蔵されているハードディスク内に

登録されているNCプログラムを呼び出し、高速加工を行

ったり、イーサネットを使用してホストコンピュータとの

高速入出力を行うことができます。

異常な負荷を検出した場合に機械を停止させる、あるいは

ある適当な重だけ機械を引き戻すことが出来る機能です。

停電発生時に機械が破損することを防止するために、停電

後機械が安全な状態になるまでの間、モータ制御に必要な

電力制御を行うモジュールです。

アドレスSに続く数値で砥石紬と公転軸の回転数を指令す

ることが出来ます。



4.標準機能

制御装置

NC装置

テーブルの移動範囲(前後)

最小移動単位

位薗決め装置

光学スケール

∪袖自動切込装握手アウトフィーダ)

最大切込量

切込最小単位

切込サイクルプログラム致

之軸自動切込装置(オシレ一夕)

最大送り速度 ・

切込最小単位

切込サイクルプログラム数

C軸割出回転

割出範囲

最小割出単位

国語速度

テーパー研削菱食観録

稜角角度

タイル自動給油装置

吐出油量

開放時間

主軸軸受予熱毅距

ヒ一夕容量

千A博C-1 8鵬

5鋤 くX・Y・Z置C・∪)

0.000高皿(X・Y・Z・∪)

0.0010 (C)

3軸(X・Y・Z〉 [ノ1イテンノ1イン社製]

4照部

0、億0寄1棚

9種

14. 4同/両軸

O. 0001鵬の

9種

0へ3600

0.0"0

0′-16. 7面n‾“

0へ土工50

2・-120cc

最大120同高

8W



手動煤作手/く、ハンドル

テーブル左右送り 最小目盛

テーブル前後送り 〃

/クイル(Z馳)送り
〃

切込み(∪舶)送り 〃

C軸割出

シグナルタワー

0. 0001軸れ

0. 0001叩

0. 0001面競

0. 0001調同

O.0010

赤点滅:異常時

〉\

覆潤臨

ム

黄点灯:加工終了、段取り時

事点灯:自動運転中

・言寄士再主


